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1 ．は じめ に

　対流圏における 水蒸気分布とそ の 時間変動 は、天気予

報、気候監視、大気中の 各種プロ セス の 研究など、様 々

な観点か ら大変重要で ある。多くの 場合、水蒸気デ
ー

タ

｝よ 世界各国の 気象官署や研究機関に よ っ て 実施 され る

ラ ジオゾ ンデによる 高層気象観測 により得 られる。しか

し、ラ ジオゾ ンデ の 相対湿度計 の測定性能 ・限界 の 調査

は必ずしも充分で はな い 。ラ ジオゾ ン デは 、30 − 50 分

とい う短 い 時間に、気圧にして 115 − 1！10、気温 に して

80 − 120° K の降下、水蒸気分圧にして 1／100000とい う

極め て厳 しい 環境変化に さらされ る ため、地上 ・実験室

内におけ る ラ ジオゾン デ の 測定性能検査 に は 自ずと限界

があ り、理想的には測定性能 ・限界が明確にな っ て い る

セ ンサ
ー

との 現実大気 中で の 多数 回の 同時飛揚 に よ る 検

査が望まれ る。しか し、実際の とこ ろは 、そ の ような高

性能か つ 安価なセ ンサ
ー

はなかなか存在 せず、従 っ てラ

ジ オゾ ン デ相対湿度計の 性能検 査 に も 課題 を残 して い る。

　 本学会 に て 200  年秋、2001年春 に も報告 したが、ス

イ ス の 気象機器会社 meteolabor 　AG で は、1996年よ り

鏡面冷却方式 の 露点 ・霜点温度計 Snow 　White を販売
・

改良して きて お り、最近そ の 詳細や利用例 が 論文 と して

発表されつ つ ある （Fujiwαra　et αt．，　J．　Atmos，　 Oceanic
Technol．　 （以後 JTE （7E），2003，　in　press； Vb

’
mel 　et

al．7　JTECH ，2003，　in　press； Wang 　et　al．，　GRL 」2003，　in

press）。鏡面冷却方式は、その 物理的明解さ に より、水

蒸気測定 の 基本原理として 広く信頼を得 て い る。しか し、
こ れまで こ の 方式 の 機器 で ラジ オゾン デに 搭載し て 地表

から上 空まで連続的 に測定出来るもの は なか っ た 。 既述

の よ うな大変大きな水蒸気濃度範囲で安定 に 動作 さ せ る

こ とが難 し か っ た か らで あ る （cf．　 NOAA ／CMDL の セ

ンサ
ーは 、上 部対流圏 と成層圏で の測定に的を絞 っ て い

る）。 Snow 　White で は こ の 困難を初め て 克服して お り、

ラ ジ オゾ ンデ相対湿度計の参照機器、および下部成層圏
で も測定可能な機器と して の 可能性が注目され て い る。

　本発表 で は、Vaisala社の 比 較的最近 の モ デル RS90 と

1980 年代か ら の モ デル RS80 と Snow　White とを、熱

帯南米 の ス リナ ム 共和国にて 同時飛揚 した結果 を示す。
RS80 には、　 A −Humicap と 90 年代以降に導入 された H −
Humicap と い う二 種類の 相対 湿度計 が あ る が、今回は 主

に 前者を使用 して い る。RS90 に は、二 つ の H −Humicap
（ただしセ ン サー部の サイズがオリジナル よ り小 さい ）が

搭載され て お り、交 互 に 測定 と加熱を繰 り返す こ とに よ

りセ ンサ
ー

部へ の 着氷 を 回避 し て い る 。

2 ．観測

　観測は、ス リ ナム 気象局 本局 の あ る Paramaribo観測所
（5．8°N ，55．2

°W ） に て 職員 に よ り実施 され て い る。2002

年 10 月に技術 トレー
ニ ング を兼ね て 藤原が 5 回の 観測 を

実施 し た 後、2003 年 1 月よ り 月 1 回の 頻度 で 観測が 継続

され て い る 。 こ の観測所で は、オラン ダ気象局 （KNMD
が 出資 して 、対流圏 ・成層圏 の大気モ ニ タ リ ング設備 を 順

次導入 して お り、本観測で は ゾン デ・気球の 供給は KNMI

が担当 し、他が SOWER1 の一
環 と して 、受信設備 の 供給

と技術面 の サ ポートを 担 当す る と い う分 担 にな っ て い る e

3．結果 とま とめ

　図 1 に 2003 年 3 月 31 日の観測結果を示 す。こ こ で の

相対 湿 度は Vaisalaラ ジ オ ゾ ンデ に 合 わ せ て 、気 温 に よ

らず液体 の 水に 対す る もの で ある。Snow　White は、高度

4．5−9．5km の極端乾燥領域に お い て、鏡を露点温度まで

冷 や し切 れ ず （ペ ル チ エ 電流が最大値 の 1．4A）、鏡面上

の 霜が蒸発して しまっ て い る （フ ォ トトラ ンジ ス タ電圧

が 1．5V よ り大）が、9．5km よ り上で は再び正 しく測定 し

て い る。RS80 −A は、　 FUI
’
iwara　et　al．（JTECH ，

2003）で

報告された、下層 で の 1 割程度 の ドラ イバイ ア ス と、よ

く知 られた上部対流圏 で の ドライ バ イ ア ス （Miloshevich
et　al．，　JTECH ，　2001；Wang 就 祕 ，　JTECH ，　2002 ） を示

して い る。RS90 は、上 部対流圏 に お い て も、細か い 層

状構造はと らえきれ て い な い もの の 、平均的 には Snow
White とよく対応 した値 を示 して い る。こ れ らは 全 て 、
他 の 観測 の 多くにも共通 して 見 られた特徴である。Snow
White には、極端乾燥域 （成層圏含む）で の 測定 に 課題

が残 る。RS90 は、　 RS80 −A と RS80 −H に比 べ て 、特 に上

部対流圏で の 測定 に 大きな改善が見られ る 。
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図 1．2003 年 3 月 31 日 20 時 （LT ） の 観測結果。（左）

Snow 　White に よ る相対湿度 （灰 太実線）、　 RS80 −A に よ

る相対湿度 （黒点線）、RS90 に よ る相対湿度 （黒実線）、
飽和相対湿度 （灰点線），（右）気温 （黒点線）、Snow
White ペ ルチエ 電流 （黒実線）、Snow　White フ ォ トトラ

ン ジ ス タ 電 圧 （灰 太 実 線 ）。
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